
森
のあ

る
風
景

鎮
守
の風 森

　中国では絶景という場所には観楼と呼ばれる建物を建てる習慣

がある。観楼を建てることにより、より風景が引き締まるのだという。

　ひるがえって日本の風景を見てみたい。春には満々と水を満た

し、秋には黄金色の実りをもたらす水田、山肌に登るような棚田あ

るいは山畑、巧緻なまでに張り巡らされた用水路、かつては薪炭と

山の幸、また今でも絶えることなく澄んだ水を供給する森林。そし
こ や ま

て集落。そのかたわらには必ず常緑樹の緑の塊が小丘のように

ぽつんぽつんと点在している。その緑の塊は、多くの場合、神社

＝鎮守の森であることが多い。これが私たちの国の風景の一典

型ということができないだろうか？　
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鎮守の森のある風景

水生生物調査とは？

調査員物語

Report 　　白神岬の野鳥の渡り

ある日のフィールドノートから　

               どこにでもいるものとどこにでもいないもの

け し き

かったらどんな風景になってしまう

のだろうかということを考えてみ
け し き

る。なんと寂しい風景だろう。フク

ロウやムササビの鳴き声を聞き、ア

オバズクやブッポウソウの訪れに初

夏を感じるという機会は減ってしま

う。また、オニヤンマを追い、タマ

ムシの美しさに息を呑むことや、真

夏日のもと、鎮守の境内で涼しさに

癒されることも少なくなる。イカル

の大群の突然の出現に冬を感じるこ

とも珍しいことになるだろう。

　かつて南方熊楠は、神社合併に反

対する理由の一つに、手水鉢の中の

藻類が神社ごとに違っていることを挙げ

た。現代で言えば、まさに生物多様性の

保全の視点である。鎮守の森にはその土

地の潜在植生があることはよく知られる

ようになったが、同様に綾織りなす多様

な日本の動物相も鎮守の森に箱舟のよう

に残ってきたことが最近次々と明らかに

なってきた。

　私たちはこの連綿と受け継がれてきた
たからもの

財産の存在にはたして十分に気づいてい
け し き

るだろうか。私はこの風景をこの国の絶

景の一典型としていつまでも受け継いで

いきたいと思う。

 （東京本社自然環境研究室　重昆達也）

この景色は、大都市を除けばまだまだ

目にする機会は多い。フィールドを歩い

ていて思う。一体私たちの先祖はどれだ

けの鎮守の森を創り守り伝えてきたので

あろうか。神社本庁によれば、有格社だ

けでも80,000社以上と言う。無格社を含

めればその数はきっと数倍にはなるだろ
ひ も ろ ぎ

う。集落ごとに複数の神宿る御神木や
いわくら まつ お そ れ

岩座を祀り、神聖を抱き、膨大な数の
い

「土地の神を巫ます森」を産みだしてき

た。このことは１/25,000地形図を用意し

て、神社の凡例に印を付けていけば、思

いのほか、印が付くことでも良く判る。

私はよく、もしこの国に鎮守の森がな



水生生物の不思議な生態
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　水生生物調査員は水中に生きる生物を捕獲して調べます。そこで、今回は、水生生物とはどんな

ものか？そしてどうやって捕まえるのか？といったことを書いてみます。ただし、魚類についてはバッ

クナンバーに詳しく書かれていますので、魚類以外の水生生物について書きたいと思います。

　　　　                                                              　　【大阪支社自然環境研究室　村上　伊佐弥】

ん卵を産んで増えることができ

るのです。じゃあ、オスはいな

いのか？っていうと、そうでも

ありません。お父さんは、池が

干上がるなど、生息環境が厳し

くなってきた時に役目を果たし

ます。そのとき、お母さんミジ

ンコ達は、オスを産み、成長し

たオスと交尾をし、卵を産みま

す。この卵は休眠卵や耐久卵と

呼ばれ、池が干上がっても生き

ています。これがミジンコの生

存戦略なのです。ミジンコの世

界でもお父さんは強いのだ。と

いうことで一安心です！余談で

すが、このすごい戦略はミジン

コだけでしょうか？実は、日本

もかつての太平洋戦争中は男児

の出生率が高かったと聞きま

す。われわれ人間も、生存に対

して強烈なストレスが加わる

と、性比をコントロールするよ

うＤＮＡにプログラムされてい

るのかもしれませんね。　

　みなさんは水生生物と言えば、何を思い浮かべますか？まずメダカやフナなど魚を思い浮かべる方が圧倒的に多

いようですが、それはほんの一部です。ヤゴ（トンボの幼虫）、ゲンゴロウ、カゲロウの幼虫、タガメ、ミズカマ

キリ、イトミミズ、ヒル、タニシ、シジミ・・そのくらいですか？実は、まだまだ！そんな程度ではありません。

おそらくみなさんの想像をはるかに超えるたくさんの生き物がいるんです！水生生物ですから、植物も動物も含ま

れますし、中には植物か動物かはっきりしないものや、「これ生き物？？」というものまで含まれます。

水生生物って？

　たとえば、みなさんご存じの

ミドリムシ。小学校や中学校で

習っているはずですが、覚えて

いますか？彼らは、葉緑体が

あって光合成できるという点で

は植物なのですが、鞭毛（べん

もう）を使って泳ぎ回れるとい

う点では動物という強者です

（写真－１）。お腹が減ったら

日光にあたれば、お腹いっぱい

なんてうらやましい限りですね

（笑）。

　他にもいろいろ強者はいま

す。ミジンコ（写真－２）で

す。彼らは、いや、彼女達は、

普段はメスばかりなのです。男

性にとってはうらやましいと

思ってしまいますが、実際はそ

うではありません。悲しいかな

普段はオスが必要ないので

す？！ミジンコにとって好適な

環境であるとき、すなわち餌が

いっぱいあって、捕食者も少な

く水温や酸素などに問題のない

時は、メス１尾だけでもどんど
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プランクトン採集

　ミドリムシやミジンコなどは、

プランクトンと呼ばれ、彼らを捕

まえるのには、プランクトンネッ

トや、バンドーン採水器という機

器を使います。プランクトンネッ

ト（写真－３）は、ダムや湖など

で、垂直方向に曳いたりボートで

水平方向に曳いたりして、おもに

動物プランクトンを捕まえる時に

使います。一方、プランクトン

ネットでは網目から抜けてしまう

ような小さい植物プランクトンを

捕まえる時には、バンドーン採水

器（写真－４) を使います。目的の

水深まで沈めてから、メッセン

ジャーという重りを降

ろすとスイッチにあ

たってフタが閉まりま

す（フタは写真の黒い

ゴムの部分）。あと

は、それを引き上げる

だけですが･ ･ ･ 一日

中、何十回と上げ下げ

していると、手や指だ

けでなく足腰にもきま

す。重いし、単純労働

だし、濡れるし･ ･ ･水

生生物調査員は、夏暑

く冬寒い、３Ｋ肉体労

働者です。

エクマンバージ型採泥器

次にエクマンバージ型採泥器とい

う器具を紹介しましょう（写真－

５）。池や湖の深い所の泥を取る道

具です。これまた重い！水深が1 0 0

ｍ近くもあるダム湖などでは、泥を

取るだけでも大変なのです。しか

も、強力バネ付きで、口を開閉する

だけでも手が痛いし、指をはさまれ

ると、吹っ飛ぶかもしません！さ

てさて、泥をとって何をするの

か？というと、泥の中にもミミズ

やユスリカといった生き物（写真

－６）がいます。水深100ｍでもた

くさんいます。湖や池の底にた

まった泥をせっせと食べて、栄養

を吸収しています。そんな彼らを

採るために、このエクマンを降ろす

のですが、真冬の調査などでは大変

です。ダム湖では周囲にさえぎるも

のがないため、寒風吹きすさぶ中、

手の感覚はすでになく、水深数十

メートルで沈んだ木に引っかかり、

「1 5 万円もするから、死んでも引き

上げろー！」とどやされ、必死の思

いで引き上げた所、木の枝が引っか

かって口は開いたまま･ ･ ･ 泥は無

し･･･何回繰り返すことやら･･･とい

うような調査器具です。



カニカゴ
ほかにはエビカニ類がいます。最

近有名な上海ガニ

は、日本ではそっ

くりなモクズガニ

（写真－７）とい

う種が分布してい

まして、非常に美

味です。個人的に

は日本のモクズガ

ニの方が絶対うま

いと思っています

（上海ガニを食べ

たことがないとも言いますが･･･）。

ただし、ハサミが強烈に強く、挟ま

れると相当痛い！！彼らは、自切と

言って、トカゲのシッポ切りなら

ぬ、モクズのハサミ切りができるの

です。昔、油断していたら挟まれて

しまって、あまりの痛さに、大声で

「痛っーー！！」って叫んで、モク

業務紹介

ジョレン
そのほか、シジミ汁って言えばピ

ンと来る人もいるでしょう。食用に

なることで有名なヤマトシジミと呼

ばれる、汽水域（川と海の水が混

じったところ）の砂や泥の中に埋も

れている貝がいます。こういった貝

類を採るのがジョレン（写真－９）

です。網目が粗いので、砂や泥はど

んどん抜けて行きますが、貝や石は

カゴの中に残る仕組みです。写真で

は、ドブガイ（写真－1 0 ）が採れま

した！でも、砂や泥の中を引き回す

ズガニを離そうとしましたが･･･？？

あれ？？モクズガニはいない？？で

もまだ痛いー！！あれれ？？よく見

るとハサミだけが手に食い込んでお

りました･ ･ ･ すなわち、強烈に挟ん

だハサミを、そのまま自切し、スタ

コラと逃げることができるのです！

ハサミはバッチリ手に食い込んだま

ま、簡単にははずれませんでした。

彼らにとっては、

命 が け で す か ら

ね･ ･ ･。このモクズ

ガニを捕まえるの

はカニカゴ！これ

です（写真－８）。

この中に、魚のア

ラなどを入れてお

いて、川の中に放

置して待つこと数

日、魚の臭いをか

ぎつけて入ったモクズガニがうじゃ

うじゃ採れるすぐれもの。でも、か

なり強い糸で出来ていて、開け閉め

するだけでも手が痛い！

人にやさしい商品が売れて久しい

今日この頃ですが、カニカゴとエク

マンバージ型採泥器は「人に厳し

い」調査器具です。

　ここまで、水生生物調査で使う一般にはあまり見ない道具

について、説明してきましたが、これを使えば誰でも採れる

というものでもありません。やはり調査では、水生生物調査

員としての、経験と生態についての知識が非常に重要で

す。先ほど紹介したドブガイでは、ドブならどこにでもいる

のか？すなわち泥の所なら生息しているのか？というとそうで

もありません。河川に限ると、都市河川にはいませんし、泥

だらけの所でやみくもに探してもほとんど見つけられませ

ん。泥底にやや砂が混じる所に多いような気がします。１個

体みつかれば、そこが集団生息場所となっていることが多

く、多量に見つかることがあります。また、もう少し砂が増え

ると、イシガイやトンガリササノハガイと言った別の二枚貝

道具は調査の補助

4

のは、結構重労働です！しかも、い

るかいないか分からない所で延々と

調査するときは疲れます。

が見られるようになります。

　こういった経験は教わるよりも、手探りで、根性と観察力で

身につけるものです。この経験があってはじめて、調査員

として一人前になります。もし我々が、その生物を見つける

ことができなければ、そこには生息していないことになって

しまうわけですから、その責任は非常に重大です。

　どのような所にどのような生物がいるか？これを知ったうえ

で、確実にその生物の生息を確認してくるのが、調査員の

責務で、ここで紹介した道具はあくまでその補助にすぎま

せん。まずは、どんな所にどんな生き物が棲んでいるのか？

こんな所でこんなものが採れた！といった経験をたくさん積

むことが非常に大切です。
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 北海道の最南端、松前町白神岬で初

めて標識調査のお手伝いをさせて頂

いたのが、８年程前のこと。それか

ら僅かながらの回数ではあります

が、北海道の南の玄関：白神岬で野

鳥の渡りを堪能し、微力ながらお手

伝いをさせて頂いています。

　今回は「松前・白神鳥類観測ス

テーション」での標識調査から明ら

かになってきたことを白神岬の研究

報告（林　吉彦．2001．白神岬の鳥

類観測）とともに紹介したいと思い

ます。

　島国である日本は、周りをぐるり

と海に取り囲まれているため、多く

の野鳥たちは、南北に突き出たいく

つかの岬を出入り口として、春には

北上し、秋には南下しています。つ

い最近まで留鳥（季節的な移動をし

ない鳥のこと）といわれ、長距離移

動しないと思われていたシジュウカ

ラやヤマガラなども標識調査★に

よって、渡り鳥の仲間に入ってきま

した。

　このように、野鳥の多くは定期的

に長距離の移動（渡り）をしてお

り、コースや時期もある程度決まっ

ています（図-1）。十数年間の標識

調査から、白神岬（図-2）はその代

表的な渡りルートであることが明ら

かになってきました。

 鳥類標識調査（バンディング）とは、

鳥類の生態や環境との関わりを解明

し、保護に役立てるため、環境省の委

託により財団法人山階鳥類研究所がセ

ンターとなって全国のボランティア調

査員の協力で行われている調査のこと

です。調査は、鳥への負担や影響を極

力少なくし、安全に関して最大限の努

力を払い、かすみ網、わな、手取りな

どの方法で野鳥を捕獲し、国名、番号

などを刻印した金属製の足輪を装着し

て放鳥します。標識された鳥が再び捕

獲されることにより、移動ルートや年

齢などの知見を得ることで保護に繋げ

ています。

白

神

岬

の

野

鳥

の

渡

り

◆白神から竜飛を望む◆

●北海道の南の玄関　白神岬●

◆ヨタカ◆

◆クマゲラ◆

★鳥類標識調査★

（バンディング）

　　 とは!?

↑図-１　鳥たちの通り道白神岬

図－２　白神岬周辺地図→

(北海道支社自然環境研究室 嘉藤慎譲)
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 紅葉が山頂から徐々に平地を目指して降り始める秋、南

へ向かう野鳥の渡りは最盛期を迎えます。野鳥の渡りの

なかでもハクチョウやマガン等の大形の鳥の渡りは、

「冬の使者到来」や「第一陣北に飛び立つ」などど、季

節感を伝えるニュースとして取りあげられますが、野鳥

の渡りがいつ頃から始まっていつ頃終わるのか、実はよ

くわかっていませんでした。しかし、最近になって、繁

殖を終え、７月末には早くも南に向かう数種の野鳥がい

ることが、白神岬での標識調査の結果から明らかになっ

てきました。

 ウグイスの仲間でスズメより一

回り程小さく、体重が僅か1 0 ｇ

ほどのセンダイムシクイ(写真1)

とエゾムシクイ(写真2)という鳥

が、秋の渡りの先陣を担ってい

たのです。この２種は５月の連

休が終わる頃、全道各地の広葉

樹林に渡ってきます。この鳥

が、７月の末には南へ向かうた

めに、白神岬に姿を見せ始める

のです。この調査が行われるま

では、センダイムシクイなどが

目立たなくなったのは、繁殖期

が終わり、オスがさえずりをや

めたからで、渡りにはいるのは

９月になってからだろうと考え

られていました。しかし、驚く

べきことに、センダイムシクイ

などは３ヶ月も満たない期間で

ヒナを育て上げ、越冬地を目指

していました。

 白神岬には時折、小学生や近くの子

供たちが遊びに来ます。野鳥にふれ

ることの少ない子供たちは、最初は

おっかなびっくりですが、野鳥の持

ち方を教えると優しく野鳥をつか

み、その軽さに驚きます。このとき

私が教えられたのが、野鳥の胸に耳

をあて、鼓動を聞くことでした。野

鳥の中でも、スズメより小さなもの

は僅か1 0 グラム程の体重しかありま

せん。そんな野鳥の小さな小さな心

臓は、耳に当てると、温かく、発動機

のような心地よい鼓動が感じられま

す。そんな驚きが子供たちの中に、い

つまでも残ってくれたらいいなと思い

ます。そして、生命の温かさ、小さな

命の生きる強さをちょっとでも感じて

くれたら、自然や野鳥は今よりもっと

身近に感じられるのではないでしょう

か。

 晴天の夜、白神岬には満天の星が夜

空を描きます。野鳥は身の危険の少な

い夜もまた、南を目指して海を渡っ

ていきます。上空を渡る野鳥たちの

鳴き声は一晩中続き、まるで満天の

星が鳴き交わしているかのように聞

こえます。

　秋には色づいていた岬周辺の山々

も、１１月になると、気の早い冬将

軍が雪を積もらせます。賑やかな春

の渡りが始まるまで、岬は真っ白な

雪と波に包まれ静寂の時を過ごしま

す。

 岬周辺の山々が残雪に覆われる３月

末、野鳥たちの北帰行は始まってい

ます。北海道を越え、更に北に向か

うカシラダカ、北海道各地で子育て

をするウグイス、シジュウカラ等が

次々と姿を現します。繁殖地に向か

う野鳥たちは、海峡を越えた疲れを

癒す間もなく目的地に向けて飛んで

いきます。

 早春の渡りの時期で着目すべきは、

オスとメスの比率です。繁殖地の遠

いカシラダカなどはオスとメスの比

率に大差は見られませんが、北海道

南部で繁殖するウグイスやアオジな

どでは大きな違いが見られました

（表-１）。

　繁殖地が近い種は、自

分のなわばりを確保する

ため、まずオスが渡りま

す。オスが姿を見せ始め

る頃は、まだ餌も少な

く、鳥殺しと呼ばれる時

期遅れの雪に見舞われることもあり

ます。その厳しさを乗り越えたオス

だけが、メスを迎えることが出来る

のでしょう。

///南(越冬地)へ向かう秋の渡り///

◇北(繁殖地)を目指す春の渡り◇

///次の世代に向けて･･･///

◆写真1:センダイムシクイ◆

◆写真2:足輪(エゾムシクイ)◆

◆表－1 繁殖地が近い種のオス・メスの比率◆

（林　2001より引用）

 調査期間   ウグイス    アオジ    シジュウカラ

  ♂    ♀   ♂    ♀    ♂    ♀

4/08～4/19   21    0     9    0    5     0

4/29 ～5/14   16   79     9   15    8     6



FROM OUR FIELDS P L A N T S

梅の開花情報に、「もうすぐ春」を感じるこの頃です。春の訪れ、に魅力を感

じなくなって久しい私は、植物屋でありながら花粉症の総合商社。ヒノキ（春）

に始まり、ススキ（秋）に終わる花粉症との開戦が刻一刻と近づきつつある

のを、ひしひしと感じてしまいます。

毎年右肩上がりの原因植物リスト（イネ科が多数を占める）には、ついに昨

年度イネが参入。もう、イネ科のぺろりと下がった葯に愛らしさを感じるこ

とはないでしょう・・・多分？？　　　　　　　　　（九州支社・笛田美香）

編
集
後
記

あ る 日 の フ ィ ー ル ド ノ ー ト か ら

どこにでもいるものと
どこにでもいないもの

素朴な疑問やご感想など下記のアドレスまでお寄せください。お待ちしています。

E-mail：nl-info@chiikan.co.jp
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ご 意 見 ご 質 問 お 待 ち し て い ま す
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また、レッドデータブック

などでは、特定の地域

に し か 生 育 し て い な

い、あるいは特定の地

域にのみ残された植物

（たとえば有明海奥部

に分布するシチメンソ

ウ。かつては瀬戸内海

にも分布していた塩生植物です。）が

数多く記載されています。これらもま

た、地域を特徴づける生きものです。

初めて訪れた地方で耳を澄ますと、

その地方特有の話しことばが聞こえ

てくるように、じっくりと目を凝らすことに

よって、その地域特有の自然の姿がみえて

きます。また、近年では遺伝子レベルの研

究により、同じ種でも、ある場所の集団と

近くの別の場所の集団とでは遺伝的組成

が異なる場合があることが知られていま

す。

■現代はグローバル化やＩＴ化によって、

人や物、情報そしてお金などが目まぐるしく

動き、あらゆる面で均一化が進む傾向にあ

ります。その波に逆らって、地域の自然特

性を保持することは容易なことではないで

しょう。もう、保持すべき自然は失われてし

まったかもしれません。しかし、我々が招い

た問題に気付いたこれからは、進歩するさ

まざまな技術や情報をとりいれ、見えにくく

なってしまった地域特有の自然の姿（かつ

ての姿かもしれません）を見抜く努力を惜し

んではならないでしょう。

（九州支社長・井原寛人）

■仕事柄いろいろな地

方へ植物調査に行く機会

が多いのですが、たとえ

ば駅に降り立った時に、

その地方の風土を強く感

じるといったことはそう多

くありません。駅や町並

みは、一見、どこでも同じ

ような形をしていますし、周りの人たち

はどこでも同じような服装をしていま

す。遠くにみえる山には見慣れたスギ

の植林が広がり、隣の空き地には、こ

れまた見慣れたセイタカアワダチソ

ウが咲いていたりします。

■スギやヒノキの植林は日本国内に広くみ

られます。私の住む九州地方でも山奥の急

斜面にまでみられ、林業家の（または日本

人の？）勤勉さに感心してしまいます。しか

し、本来、日本は変化に富んだ森がみられ

る場所であり、植林の拡大は悪くいえば森

の均一化といえるでしょう。植林化が進ま

なければ、その地域を特徴づける森がみら

れたかと思うと残念に思います。円錐形の

スギがきれいに並ぶ京都北山のような見

事な景観もありますが、枝をくねらせた広

葉樹が生育する身近な森はきっと印象に

残る景観を提供してくれたと思います。

■どの地方でもみられる生きもの、最近で

はその代表的なものに外来生物があげら

れます。河川敷などに繁茂するセイタカア

ワダチソウやオオブタクサ、セイバンモロ

コシなどの外来種は我々のフィールドノート

に頻繁に登場する常連です。平成１７年に

外来生物法が施行されたことで、外来生物

は生態系に対してだけではなく、農業や健

康面など多くの面で弊害をもたらすものと

して注目を集めていますが、当の生きもの

たちに責任はありません。人が国外から持

ちこんだ農産物や飼料に紛れ込み、本来

はいないはずの場所に住み着いてしまっ

たものたちです。輸送や交通網の発達など

といった人の営為によって、どちらかといえ

ば無意識のうちにもたらされた現象といえ

るでしょう。

■人為的に持ち込まれ、広められた生きも

のたちによって、言い換えると我々人間の

営為によって、日本の自然環境は均一化

が進んでしまったようです。とはいえ、よく

よくみるとまだまだ捨てたものではありませ

ん。九州では路傍雑草のスズメノカタビラ

と近縁のツクシスズメノカタビラが生育し

ています。また、農地周辺ではツリガネニ

ンジンによく似たナガサキシャジンが生

育しています。ツクシスズメノカタビラや

ナガサキシャジンは主に九州や中国地方

などに分布する植物で、ひそ

かに、そしてしっかりと地域の

生物相を特徴づけています。

有明海にのみ分布する

シチメンソウ
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